
 

 

 

 

 

 

 

 

 

■令和７年度 ２学期後半スタート！ 
＜校長講話＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村山市立大久保小学校 

学校だより 

令和７年度 

第 １０ 号 

令和８年１月３０日 

みなさん、新年あけましておめでとうございます。いよいよ２０２６年のスタート

です。冬休みゆっくり休めましたか？いよいよ令和７年度も残すところあと約３

か月となりました。この冬休みで自分なりの目標を立てることはできましたか？ 

さて、２０２６年は干支でいえば、午（うま）年ですが、実は、正式な干支とは、

「子・丑・寅・卯・辰・巳…」の動物で表す十二支だけではなく、そこに「甲・乙・

丙・丁…」などで表す十干（じっかん）を組み合わせたものです。それによると、

２０２６年は「丙午（ひのえうま）」と呼ばれる年になります。「陽」や「火」を意味

する「丙」と「火の気が強まる時期」の象徴である「午（うま）」が重なる２０２６

年の丙午は火の力が重なる干支となります。 

２０２６年は、このように火の力が重なることで情熱や勢いが高まり、太陽の

ようにエネルギーが満ち溢れる年となります。大きな飛躍のチャンスですので、

新しいことや諦めかけていたことに挑戦すると良い結果に繋がる年になるとい

われています。自分の立てた目標に突き進むにはもってこいの年であるといえ

るのです。 

では、前回の丙午の年 

はいつだったかというと、 

なんと６０年前の 1966 

年（昭和 41年）でした。 

2026年の丙午の年は、 

炎のような情熱と勢いのある年となるので、これまで迷っていたことにチャレン

ジすると追い風が吹き、物事が良い方向に動くとされている年で、実に６０年ぶ

りのチャンス到来といえるかもしれません。次にチャンスがまわってくるのはみな

さんが７０歳前後のころになるということです。 

しかし、丙午は、火が重なるので力が高まり過ぎて制御できなくなる恐れも

あるといわれています。衝動的に動いてしまうと、必要のない争いを生む事が

あるかもしれません。 感情的にならず冷静に考えてから行動することも大事だ

といわれています。 感情的にならず冷静に相手のことを思って行動し、自分の

目標に向かってチャレンジするにはもってこいの２０２６年です。２０２６年が大久

保小の皆さんにとって大きく飛躍する年になることを願っています。 



■1・2年 だんごさし  
１月１５日（木）、１・２年合同で「だんごさ

し」を行いました。今年も老人クラブの方か

らご協力いただき、ミズキを固定していただ

いたり、女性部の方でだんご作りのお手伝

いをしていただいたりしました。 

ミズキは、樹液が豊富で、枝を折ると他の

植物よりも多くの「水」を滴らせることから、火

災の絶無や防火の願いを込めて、庭に植えて

いる家が昔は多くあったようですが、最近はな

かなか手に入りにくくなっているようです。篠原

会長さんはじめクラブの方々のご厚意で準備

していただきました。 

完成しただんご木は、枝ぶりが良く色鮮や

かなだんごや飾りがたくさんあり、とても見事な出来栄えでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■出し合い餅ふるまい 
１２月２０日（土）、６年生が学習発

表会で発表した「出し合い餅」につ

いて、販売から変更し、ふるまいとい

う形で実施しました。当日は、大久保

地区経営研究会の方が中心となり、

６年生や保護者の方々もお手伝いし

ました。たくさんの地区の方からおい

でいただき、喜んでお持ち帰りいた

だきました。 

当日、７名の方がお手伝
いをしてくださいました。 



■書き初め会 
年末年始休み明け２日目の１月９

日、全学年で書き初め会を行いまし

た。１・２年生は各教室で２時間目に、

３年生以上は体育館で１・２時間目

に、それぞれ硬筆と毛筆に取り組みま

した。静かな中、一人ひとり集中して

真剣に書き進める姿が印象的でした。書き上げた作品には、後日、金

賞、銀賞の他、「ていねいで賞」や「力強いで賞」など全員に賞がつき、

みんなで鑑賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

■短なわとび集会 
１月 2１日（水）、全学年が参加し、体育館で短なわとび集会を行いま

した。初めは、自分たちの目標タイムに向けて両足跳びに挑戦し、時

間内にひっかからずに跳び続けた児童は、全体の３分の２くらいいま

した。他の学年の大きな声援が力になったようです。その後、ブロッ

クごとにかけ足跳びや交差跳びなどにも挑戦し、最後にチャレンジ種

目として後ろ二重跳びやサイドクロス、三重跳びなどに挑戦する児童

もいました。練習で出来なかったことが、本番でできたという児童も

いて、充実した集会になりました。 

 

 

 

 

 



 


